

	
京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻 臨床研究者養成（MCR）コース 京大内受講生 2026年度
MCRコース受講申請書
私は2026年度MCRコースに参加したく、以下の通り受講を申請します。
【申請者】
	フリガナ
	
	性別
	出身大学
	卒業年 (西暦)
	主な診療科 / 分野

	氏名
	
	
	大学
	年卒 
	　　　　 科
（専門医 有 / 無）

	現所属
	

	連絡先※
	（メール）　　　@　　　　　　　　（電話）　　 - 　　　 - 　　　


※2026年4月以降も連絡の取れる連絡先を記載してください。
【2026年4月時点での所属】
	身分
	1. 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻所属の大学院生
2. 京都大学臨床教室所属の大学院生（診療科：________________________科）
3. 特別研究学生※

	学位課程
	1. 専門職学位課程 (MPH, 2年制) 
2. 博士後期課程（3年制）
3. 医学博士課程（4年制）

	学年
	1年次（新入生）/ 2年次 / 3年次 / 4年次

	SPH所属分野
	医療疫学 / 予防医療学 / 健康情報学 / 医療経済学 / 薬剤疫学 / 
健康増進・行動学 / 社会疫学


※特別研究学生の場合、2026年1月までに科目等履修の手続きが必要です。
【受講資格確認・同意】
記載内容を確認し、すべてにチェック（☑）を入れてください。
	□ 私は臨床経験が2年以上の医師もしくは歯科医師です。

	□ 私は科目概要を読み、必修9科目を1年間で履修することを確認しました。
（万一、家庭の事情等で2箇年にわたることが予想される場合、事務局に予めご連絡ください）

	□ 私は受講動機と研究計画を運営委員会に提出し、受講可否の審査を受けることに同意します。
（記載内容の不備等により、受講不可と判断される場合があります）

	□ （上記「身分」1の方）私は所属先分野の教授より、受講の承諾を得ています。
（上記「身分」2の方）私は所属医局の教授の承諾を受けました。「受講承諾書」を添付します。
（上記「身分」3の方）私は所属先分野の教授とSPH受入側の教授より、受講の承諾を得ています。


記入日：西暦 　　 年 　　 月 　　 日
氏名：____________________________________





	【申請者の方へ】
1. 提出は電子データとします。1-2ページをWordで入力しPDFにして、上記「SPH所属教室」の秘書の方にメールで提出してください。原本は受講可否の判定を得るまでご自身で大切に保管してください。
2. ＜上記「身分」で2を選択された方のみ＞医局からの指導委託の方は、3ページ目の「受講申請承諾書」の提出が必要です。医局教授の署名もしくは捺印後に自身でスキャンし、上記1-2ページのPDFに結合してお送りください。ページの結合はAdobe AcrobatやCubePDF Page等で実施可能です。受講申請承諾書の記入は申請者が代理で行っても構いませんが、かならず医局教授の目を通し、教授もしくは秘書の方から押印をいただくようお願いします。
3. 不明点はMCR事務局 (contact@mcr.med.kyoto-u.ac.jp) までお問い合せください。






【受講動機・研究計画】
申込者氏名：　　　　　　　記入日：西暦　  年　　月　　日



	受講動機：受講を希望する理由（これまでの自身の臨床経験との関連も記述する）

	


















	研究計画：臨床上の疑問あるいは計画している研究の概要（現時点で分かる範囲で記載）

	




































※受講動機と研究計画の枠の大きさは各自調整可。10.5ポイント以上の明朝体で入力。A4 1枚で提出すること。



（1ページ目で身分2を選択された方のみ提出）

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻 臨床研究者養成（MCR）コース 京大内受講生
MCRコース受講承諾書

(1) 大学院生の受講科目
MCRコースでは以下の科目を開講します。必修科目は、全科目の受講が義務付けられます。
		区分
	MCR
限定
	科目名
	期間
	時限

	必

修
	限定
	臨床研究計画法Ⅰ
	前期
	月5

	
	
	文献評価法
	
	月4

	
	
	医療データ科学
	
	火2

	
	限定
	医療技術の経済評価
	
	水3

	
	限定
	臨床研究計画法演習I
	
	木4

	
	
	疫学II
	
	金1, 2

	
	
	疫学I
	
	金3, 4

	
	限定
	臨床研究計画法II
	後期
	月5


　
		区分
	MCR
限定
	科目名
	期間
	時限

	選

択
	限定
	データ解析法特論
	前期
	月6

	
	限定
	社会疫学研究法
	前期集中
	火1

	
	限定
	系統的レビュー
	後期
	月2

	
	限定
	臨床研究計画法演習II
	
	月4

	
	限定
	臨床研究特論
	
	月6

	
	限定
	社会疫学研究法
	
	火1

	
	限定
	臨床研究データ管理学
	
	金1

	
	限定
	EBM・診療ガイドライン特論
	
	金3


　



(2) 教育協力金
MCRコースは2005年の設置以来、専任教員の設定がなく、受講生の所属講座から教育協力金をいただいて参りました。金額は以下の通りです。
・ 臨床系からの指導委託‥学生一人あたり5万円
・ 社会健康医学系専攻内の協力分野‥予算案に応じた按分（例年秋の運営委員会で周知）
教育協力金は年報印刷費や備品などの経費として利用いたします。MCRコースの経理担当秘書より、年度途中（例年秋）に請求書をお回しいたします。万一ご不明な点がございましたら、MCRコース事務局 (contact@mcr.med.kyoto-u.ac.jp, 経理担当秘書 内線 9469）までお尋ねください。



【臨床教室（医局）教授記入欄】

MCRコース運営委員長　川上　浩司　殿

当分野に在籍する _________________________ 氏がMCRコースを受講することを承諾します。また、当分野がMCR教育協力金を負担することを承諾いたします。
西暦 ______________ 年 _________ 月 _________ 日

分野名 _________________________　氏名 ___________________________________ 印






（以下提出不要。申込者はかならずお読みください。）

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻 臨床研究者養成（MCR）コース 京大内受講生
2026年度MCR開講科目概要
(1) MCR開講科目一覧
MCRコースでは以下の科目を開講します。このうち必修9科目は修了に必要な科目であり、原則1年間ですべての必修科目を履修していただきます。万一やむを得ない理由で年限内の履修が困難な場合、自身の指導教官（教授）に相談のうえ、MCR事務局まで個別にご相談ください。


MCRコース 京大内受講生 必修科目等一覧
	区分
	MCR限定
	科目名
	期間
	時限
	単位数

	必

修
	限定
	臨床研究計画法Ⅰ
	前期
	月5
	1

	
	
	文献評価法
	
	月4
	1

	
	
	医療データ科学
	
	火2
	2

	
	限定
	医療技術の経済評価
	
	水3
	1

	
	限定
	臨床研究計画法演習I
	
	木4
	1

	
	
	疫学II（研究デザイン）
	
	金1・2
	1

	
	
	疫学I（疫学入門）
	
	金3・4
	1

	
	限定
	臨床研究計画法II
	
	月5
	1

	
	限定
	臨床研究計画法演習II
	後期
	月4
	1

	選

択
	限定
	データ解析法特論
	前期
	月6
	(1)

	
	限定
	社会疫学研究法
	前期集中
	火1
	(1)

	
	限定
	系統的レビュー
	後期
	月2
	(1)

	
	限定
	臨床研究特論
	
	月6
	(2)

	
	限定
	社会疫学研究法
	
	火1
	(1)

	
	限定
	臨床研究データ管理学
	
	金1
	(1)

	
	限定
	EBM・診療ガイドライン特論
	
	金3
	(1)


· 「限定」はMCR限定科目を指し、MCR参加者以外の院生は受講できない科目です。
· 「選択」は修了要件には該当しませんが、積極的な参加をお願いしております。
· 上記は2025年11月時点の情報であり、曜日・時間等が変わる可能性があります。
履修登録の際、2026年4月公開のシラバス（学事要項）をご確認ください。
· 上記表の必修科目は「京大内受講生」用であり、専門職学位課程特別コース（MCR専科生）とは異なります。

(2) 各科目概要
臨床研究計画法I, II（必修）（担当 川上教授（責）、MCR教員全員）
通称「プロマネ」（研究プロトコール作成マネジメント法）はMCRのハイライト科目です。臨床研究は、教科書や授業から得た知識からのみでは実施できず、研究の計画・運営には実践的なノウハウや経験が必要です。当科目は、臨床研究を実際に計画・運営する際に必要な知識・技能を習得することを目的としています。
· 講義：教員が行ってきた自身の臨床研究を題材として、研究を運営する上で必要な具体的手法やこつを学びます。教員やMCR修了者による研究体験談も交えて、研究を行った動機、今だったら行う統計解析法、投稿先の選び方、論文査読者からの注文など、論文採択までの苦労話も紹介します。それらを追体験し、学生自身が行う研究に反映させることを狙っています。
· プロトコール発表検討会：MCRコースの中でも、ハイライトとも呼ぶべきセッションです。毎回、MCR教員と院生の全員の参加を原則とし、院生発案によるリサーチ・クエスチョン（RQ）や臨床研究プロトコールについて、相互に形成的な検討、評価、フィードバックすることを通じて研究計画の質や実施可能性を向上することを目的としています。
臨床研究計画法演習I（必修）, II（選択）（担当 山本教授）
臨床研究計画法演習は、「臨床研究計画法」内のプロトコール発表検討会の前に実施され、いわば予行練習の位置付けです。演習では院生同士の議論を中心とし、各院生のプレゼンテーションの能力や研究計画を評価する能力の向上を目的としています。
文献評価法（必修）（担当 中山教授）
EBMや疫学の基礎知識を学びながら、社会健康医学の学習・研究を進める基礎として、研究論文の系統的な評価法（critical appraisal）の習得を目的とします。
医療データ科学（必修）（担当 松井教授）
疾患の予防、診断、治療の方法を評価する際に必要となるデータ科学の基本について学びます。数学的、技術的なことには立ち入らず、平易な言葉で、データ科学の基本的な考え方を中心に解説します。
医療技術の経済評価（必修）（担当 今中教授）
医療における経済評価を支える理論・フレームワークについての講義を行い、臨床医療の経済性評価のための主な研究手法を学習します。医療の経済評価は、通常、現実的な制約の中で評価をすることになりますが、その際の研究のあり方についても学習します。臨床的な事例・テーマを中心に検討を行います。医療のプロセス、アウトカム等の質指標、診療のばらつき、医療の質の評価・改善、医療機能評価、医療の質・安全に係わる制度・政策については、水曜3限「医療の質評価」(前期)で扱います。
疫学Ⅰ（疫学入門）（必修）（担当 中山教授）
臨床研究を含む社会健康医学（パブリックヘルス）領域において、最も基本となる疫学の考え方、方法論について系統的な講義を行います。
疫学Ⅱ（研究デザイン）（必修）（担当 山本教授）
量的研究を行う人全てに必要な研究デザインを学びます。特に、社会健康医学領域の研究（実験的研究を除く）を行なう際の基本的な手順・スキルを学びます。また、研究の概念モデルを構成する測定概念を変数に変換する作業、変数測定法の信頼性と妥当性の検討についても学びます。
系統的レビュー（選択）（担当 小川准教授）
本講義では、受講者それぞれが関心を持つテーマについての系統的レビューの英文プロトコルを作成します。講義外でもプロトコルを洗練させるために十分な自習時間を確保する必要がある点にご注意ください。実際に系統的レビューのプロトコルを作成したい方が受講してください。希望者には最終的に系統的レビューを完成させるまで指導をします。
EBM・診療ガイドライン特論（選択）（担当 中山教授）
近年、EBMを用いた診療ガイドラインが多くの疾患で作成されています。本コースではEBMの視点から診療ガイドライン作成の方法論（GRADE法、USPSTF法等）、評価法（AGREE法）、法的位置づけ、患者の視点の反映、コミュニケーションの基点としての役割、経済的情報の考慮、エビデンス診療ギャップ、クリニカルパスへの連携などの問題を取り上げます。診療ガイドラインを使うだけでなく、近い将来、診療ガイドラインの作成にチャレンジしたい方々の聴講を待っています。
臨床研究データ管理学（選択）（担当 中尾特定准教授）
臨床研究データは、多くの研究に共通の部分と、研究ごとの多様性や、新しい分野の研究においてどのようなデータ構造でデータを管理するか工夫が必要な部分があります。レジストリ研究やコホート研究のように項目数は限られるもののデータ型が多様な研究もあれば、データベース研究のように膨大なデータから自身のリサーチクエスチョンに合わせてデータベースを構築していく研究もあります。このような臨床研究の特殊性に合わせたデータマネジメントとデータ保管の方法について学び、自身の研究に活かすことができることを目標とします。
臨床研究特論（選択）（担当 石見教授）
臨床研究計画法I・IIで履修した研究方法について掘り下げ、学生から疑問点を提示し、教員と学生がいっしょに検討します。さらに、教員から研究方法上の問題点を提示し、学生が検討していきます。これによって、各種研究方法について、その背景や考え方、利用の仕方や限界などについて研究事例に照らして深く理解することを目的とします。
社会疫学研究法（選択）（担当 近藤教授）
この講義では、社会疫学研究の主なテーマやその研究の動向を紹介します。また社会疫学で汎用する因果推論技法や統計分析手法を紹介します。特に臨床とかかわりが深いテーマについては重点的に扱います。たとえば社会的処方や地域包括ケア、生活困窮者の健康管理支援等です。この講義の目標は社会疫学の視座を理解すること、臨床にかかわる研究テーマ案を提示できること、社会疫学で良く用いる因果推論と統計分析の手法の基礎的理解を得ることです。
データ解析法特論（選択）（担当 山本教授）
この講義では、統計解析ソフトウェアStataを用いて臨床研究のデータ解析を行います。この講義の目標は①統計解析ソフトを用いて基礎的な臨床研究データの解析ができる、②解析ソフトの出力結果を正確に解釈することです。実習の教材として用いる臨床研究データは、臨床研究の実例のデータを可能な限り用います。学習の習熟度の確認のために、学習課題を課しています。

以上


 2
